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　新年明けましておめでとうございます。

�　今年は子年。十二支の一番目の年です。この１

年が皆様にとりまして良い年でありますよう心か

らお祈り申し上げます。【写真：昨年12月16日

に開かれたふれあいマラソン大会（クォーターマ

ラソンのスタート）より】
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新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

　

町
民
の
皆
様
に
は
、
輝
か
し
い

新
年
を
お
迎
え
に
な
ら
れ
ま
し
た

こ
と
を
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ

ま
す
。

　

平
素
は
町
行
政
に
大
変
な
ご
支

援
ご
協
力
を
頂
き
厚
く
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
早
い
も
の
で
紀
美
野
町

が
誕
生
し
て
か
ら
2
年
が
経
過
い

た
し
ま
し
た
。
こ
の
間
町
政
を
預

か
る
も
の
と
し
て
一
生
懸
命
、
住

み
よ
い
町
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
、

住
民
の
皆
様
方
と
と
も
に
町
づ
く

り
に
励
み
、
新
し
い
紀
美
野
町
の

姿
も
少
し
ず
つ
現
れ
て
ま
い
り
ま

し
た
。
昨
年
11
月
に
挙
行
さ
れ
た

地
方
自
治
法
施
行
60
周
年
記
念
式

典
に
お
い
て
、
紀
美
野
町
は
、
自

然
環
境
や
地
域
の
特
性
を
生
か
し

た
住
民
活
力
で
つ
く
る
町
づ
く
り

に
顕
著
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で

総
務
大
臣
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

こ
れ
も
皆
様
方
の
ご
協
力
あ
っ
て

の
こ
と
で
あ
り
、
町
民
の
皆
様
方

と
と
も
に
、
こ
の
喜
び
を
分
か
ち

合
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

さ
て
、
国
道
3
7
0
号
の
工
事

も
順
調
に
推
進
し
て
お
り
、
ま

た
、
紀
州
サ
ン
リ
ゾ
ー
ト
ラ
イ
ン

「
上
ノ
城
ト
ン
ネ
ル
」
も
ま
も
な

く
完
成
し
、
大
き
な
効
果
が
期
待

さ
れ
て
お
り
ま
す
。
紀
美
野
町
総

合
運
動
場
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
事
業
も

平
成
20
年
度
に
す
べ
て
の
工
事
が

完
成
す
る
予
定
で
、
現
在
順
調
に

進
ん
で
お
り
ま
す
。
ま
た
、
災
害

に
強
い
町
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
、

整
備
中
の
防
災
行
政
無
線
は
順
調

に
工
事
が
進
み
、
本
年
3
月
に
は

放
送
を
開
始
で
き
る
運
び
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。
更
に
、
防
災
ヘ
リ

ポ
ー
ト
も
今
年
度
中
に
2
ヶ
所
完

成
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
昨
年
4

月
に
設
立
い
た
し
ま
し
た
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
は
、
会
員
数

が
1
0
0
名
を
越
え
充
実
し
て
ま

い
り
ま
し
た
。
美
里
統
合
簡
易
水

道
整
備
工
事
も
本
年
3
月
に
完
成

い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
2
0
1
1

年
7
月
に
現
在
の
ア
ナ
ロ
グ
放
送

が
終
了
し
、
テ
レ
ビ
が
デ
ジ
タ
ル

放
送
に
移
行
さ
れ
ま
す
。
町
民
の

方
々
に
大
変
な
不
安
が
あ
っ
た
こ

と
と
思
い
ま
す
が
、
こ
の
ほ
ど
、

地
上
デ
ジ
タ
ル
化
対
策
の
方
針
を

全
国
に
先
駆
け
た
新
し
い
技
術
で

あ
る
ギ
ャ
ッ
プ
フ
ィ
ラ
ー
と
い
う

手
法
を
使
い
、
テ
レ
ビ
電
波
の
中

継
局
を
町
内
全
域
に
整
備
す
る
こ

と
を
決
定
し
ま
し
た
。
去
る
12
月

に
テ
レ
ビ
共
聴
組
合
の
関
係
者
約

50
名
の
方
々
に
こ
の
方
針
を
説
明

し
た
次
第
で
す
。
こ
の
他
、
町
民

の
皆
様
方
に
密
着
し
た
各
種
事
業

を
本
年
も
積
極
的
に
進
め
て
ま
い

る
所
存
で
あ
り
ま
す
。　

　

地
方
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
非

常
に
厳
し
い
状
況
で
あ
り
ま
す

が
、
町
民
が
と
も
に
知
恵
を
出
し

合
い
、
手
を
携
え
て
頑
張
れ
ば
決

し
て
悲
観
す
る
こ
と
で
は
な
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。
町
民
の
皆
様

と
共
に
活
気
あ
る
町
づ
く
り
を
目

指
し
全
力
で
頑
張
っ
て
ま
い
る
所

存
で
あ
り
ま
す
。

　

今
年
も
町
民
の
皆
様
の
変
わ
ら

ぬ
ご
支
援
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

結
び
に
、
本
年
が
皆
様
に
と
っ

て
希
望
に
満
ち
た
年
と
な
り
ま
す

よ
う
心
よ
り
祈
念
申
し
上
げ
、
新

年
の
ご
挨
拶
と
致
し
ま
す
。

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

平
成
二
十
年　

元
旦

町
長　

寺　

本　

光　

嘉

　

昨
年
度
に
引
き
続
い
て
、
本
年
度

も
町
政
報
告
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

1
月
、
2
月
に
お
い
て
町
内
20

カ
所
で
予
定
し
て
い
ま
す
。
な
お
、

日
程
等
に
つ
き
ま
し
て
は
、
各
区

長
（
自
治
会
長
）
さ
ん
を
通
じ
て
ご

案
内
さ
せ
て
頂
き
ま
す
の
で
、
皆

様
お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
ご
出
席

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。

町
政
報
告
会
開
催
の
お
知
ら
せ

今年は子年。元気いっぱいの子どもたち(子育て支援センターにて)



「空・山・川のふれあいのある
　　 美しいふるさと」をめざして

「空・山・川のふれあいのある
　　 美しいふるさと」をめざして

進行中の主な平成19年度事業

　現在、進められています平成19年度事業を見ますと、道路関係

では、平中通り2号線や谷線など町道6路線、農道段子峯線、奥

佐々阪井線（野鉄代替道路）など県道3路線、国道370号（2ケ

所）で、それぞれ新設・改良工事が行われています。

　また、生活関連事業では防災行政無線通信施設整備工事、防災

ヘリ離発着場新設工事をはじめ、合併処理浄化槽の設置（50

基）、地籍調査事業（南畑地区・毛原宮地区）等が実施され、ま

た、総合運動場リニューアル事業も行われています。

　このほか、ソフト事業を含め、新規事業や継続事業が実施され

ています。

防災行政無線通信施設整備工事

町道平中通り2号線（動木地区）

町道東福井牧場線（坂本地区） 町道谷線（谷地区）

合併処理浄化槽の設置 県道奥佐々阪井線（野鉄代替道路・小畑地区） 国道370号（野中地区）

総合運動場リニューアル事業（動木地区）
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�担当地区� 氏　名� 電話番号
�下佐々� 佐々本ヤヨミ� 489-2384
�下佐々� 田渕　晴民� 489-3024
�下佐々� 向井　紀弘� 489-2390
�下佐々� 佐々中祥泰� 489-3326
�下佐々� 山本　幸二� 489-2415
�動　木� 清田　憲次� 489-5410
�動　木� 寺中シゲミ� 489-5100
�動　木� 寺中　俊也� 489-2734
�小　畑� 西本　順好� 489-4724
�小　畑� 柳瀬　正代� 489-4689
�小　畑� 三上友三郎� 489-2185
�小　畑� 柳瀬　フヂ� 489-3119
�柴　目� 西原　　貢� 489-3415
 �長　谷� 向江　忠子� 489-3861
 �吉　野� 中家　　俊� 489-2323
�吉　野� 坂垣内文子� 489-3553
�福　井� 西谷　修二� 489-3496
�梅　本� 南　　智子� 489-2963

�担当地区� 氏　名� 電話番号
  奥佐々� 小谷　尊規� 489-3597
�中　田� 大谷　延由� 489-3785
�坂　本� 北谷　茂昭� 489-3247
�東　野� 西山　清治� 489-3462
�西　野� 赤阪　恵子� 489-3774
�釜　滝� 北　　雅允� 489-4266
�松　瀬� 潰崎　久美� 489-3209
�国木原� 神谷久美子� 489-3778
�福　田� 東　　佳代� 495-2301
�福田・永谷�北谷　　泱� 495-2115
�神野市場1・2�土屋　育子� 495-3351
�神野市場3・4�柳本　文子� 495-2484
�野中・安井・南畑�東垣内秀廸� 495-2400
�箕六・樋下�森谷　輝美� 495-2159
�上ヶ井・三尾川�北峯　範之� 495-2801
�大角・津川�松本　　規� 495-2548
明添・鎌滝�西　くみ子� 495-2876
�赤木・高畑･桂瀬�仲前　充子� 495-2578

�担当地区� 氏　名� 電話番号
今西・松ヶ峯・菅沢�前　　完侑� 498-0241
� 田� 榎本　真弓� 498-0152
� 谷� 中尾　　登� 498-0220
�中・滝ノ川� 井谷　洋子� 498-0227
�毛原下・小西�中谷　明己� 499-0460
�毛原中・毛原宮�中尾　修治� 499-0122
�毛原宮・毛原上�西　　　茂� 499-0178
�毛原上・長谷宮�大和　公明� 499-0472
�長谷宮� 中前セツ子� 499-0234
�井堰・蓑垣内�中前　廣美� 497-0067
�真国宮・蓑津呂�谷口　博信� 497-0397
�花野原・初生谷･北野�大西　幸雄� 497-0166
�円明寺・勝谷・四郷�部屋浦ハマ子� 497-0463
�
� � 主任児童委員
� � 堀　　有子� 489-2001
�町内全域�森谷美喜子� 495-2222
� � 木元　敦子� 499-0126

民生委員・児童委員名簿（任期3年・敬称略）

男
女
共
同
参
画

い
き
い
き
大
賞 

受
賞
!!

和
歌
山
県

農
林
水
産
業
賞
受
賞
!!

4

　

11
月
20
日
に
東
京
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
地
方
自
治
法
施
行
60
周
年
記

念
式
典
に
お
い
て
、
紀
美
野
町
が
総
務
大
臣
表

彰
を
受
賞
し
ま
し
た
。
こ
の
表
彰
は
、
地
方
自

治
の
伸
展
及
び
住
民
の
福
祉
の
増
進
に
努
め

た
市
町
村
に
対
し
て
贈
ら
れ
る
も
の
で
、
本
町

が
自
然
環
境
や
地
域
の
特
性
を
生
か
し
た
住

民
活
力
で
つ
く
る
町
づ
く
り
や
防
災
対
策
等

の
整
備
を
積
極
的
に
図
っ
て
い
る
こ
と
な
ど

が
評
価
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

こ
の
度
の
受
賞
は
、
紀
美
野
町
と
な
っ
て
初

め
て
の
賞
で
す
。
町
民
の
皆
様
方
の
ご
尽
力
の

賜
物
で
あ
り
、
皆
様
と
共
に
喜
び
を
分
か
ち
合

い
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

農
林
水
産
業
の
振
興
や
活
性
化
に
尽
力
さ
れ
、
他
の
模
範

と
な
っ
て
い
る
人
に
贈
ら
れ
る
平
成
19
年
度
「
農
林
水
産
業

賞
」を
寺
中
萬
喜
子
さ
ん
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。 
 

　

氏
は
、
生
石
加
工
グ
ル
ー
プ
会
長
と
し
て
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
を
発
揮
し
、
地
元
農
産
物
を
活
か
し
て
町
の
特
産
品
作
り

に
取
り
組
み
、
加
工
技
術
を
伝
承
す
る
活
動
を
長
年
続
け
て

い
る
功
績
が
認
め
ら
れ
、こ
の
度
の
栄
誉
に
輝
き
ま
し
た
。

　

地
域
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、
農
林
水
産
業
の
発
展
や
地
域

の
活
性
化
の
た
め
、今
後
益
々
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

家
庭
・
学
校
・
地
域
で
、
積
極
的
に
「
男
女
共
同
参
画
」
を
し

て
い
る
個
人
・
団
体
に
贈
ら
れ
る
男
女
共
同
参
画
い
き
い
き

大
賞
を
湯
谷
絹
子
氏
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

氏
は
、
県
の
指
導
農
業
士
に
認
定
さ
れ
地
域
農
業
の
振
興

を
図
る
と
と
も
に
、
家
族
経
営
協
定
を
締
結
し
、
や
り
が
い

の
あ
る
農
業
経
営
を
実
践
し
て
い
る
功
績
が
認
め
ら
れ
、
こ

の
度
の
栄
誉
に
輝
き
ま
し
た
。

今
後
、
農
家
所
得
の
向
上
に
繋
が
る
直
売
活
動
の
展
開
へ
と

夢
を
ふ
く
ら
ま
せ
て
い
ま
す
。

総
務
大
臣
表
彰 

受
賞
!!

男
女
共
同
参
画

い
き
い
き
大
賞 

受
賞
!!

和
歌
山
県

農
林
水
産
業
賞
受
賞
!!

紀
美
野
町

寺中 萬喜子 氏
（動木）

湯谷 絹子 氏
（松瀬）

民生委員・児童委員改選
　平成19年12月1日付けで、下記の方々が厚生労働大

臣より民生委員・児童委員に委嘱されました。

　主な仕事は次のとおりです。

○ 高齢者福祉に関すること。

○ 児童福祉に関すること。

○ 生活保護に関すること。

○ 身体障害者福祉に関すること。

○ 母子福祉に関すること。

○ 青少年健全育成に関すること。

　その他、生活や悩みごとに関することは、お近くの

民生委員・児童委員に相談して下さい。秘密は厳守さ

れます。

　くわしいことは、民生委員・児童委員協議会まで連

絡して下さい。（保健福祉課 TEL489-9960）

2008・1



作
家 

神
渡
良
平
氏
を

招
い
て　

教
育
講
演

開
か
れ
る

美
里
中
学
校

奥　

博
一
さ
ん（
93
） 

鎌
滝

　

11
月
24
日
、
25
日
に
県
営
紀
三

井
寺
陸
上
競
技
場
で
開
催
さ
れ
た

60
歳
以
上
を
対
象
に
し
た
国
際

ゴ
ー
ル
ド
マ
ス
タ
ー
ズ
陸
上
競
技

選
手
権
大
会
（
ア
ジ
ア
マ
ス
タ
ー

ズ
陸
上
競
技
協
会
主
催
）
で
奥　

博
一
さ
ん
が
走
幅
跳
（
男
子
90-

94
歳
）
で
見
事
優
勝
し
ま
し
た
。

ま
た
、
60
m
走
で
も
3
位
に
入
り

ま
し
た
。　

　

こ
の
大
会
に
は
、
男
子
22
種

目
、
女
子
21
種
目
に
海
外
10
カ
国

か
ら
の
65
人
を
含
む
約
450
人
が
出

場
し
ま
し
た
。

　

奥
さ
ん
は
、
健
康
づ
く
り
に
と

マ
ス
タ
ー
ズ
陸
上
に
挑
戦
。
大
会

2
カ
月
前
か
ら
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
で

調
整
を
し
て
、
大
会
に
望
ん
だ
そ

う
で
す
。
ま
た
、
今
後
も
機
会
が

あ
れ
ば
出
場
し
た
い
と
話
し
て
お

ら
れ
ま
す
。

走
幅
跳
（
男
子
90-

94
歳
）
で

　
　
　
　
　

見
事
優
勝
!!

左より奥さん、寺本町長
（12月5日・神野支所）

国
際
ゴ
ー
ル
ド
マ
ス
タ
ー
ズ

陸
上
競
技
選
手
権
大
会

　

12
月
2
日
（
日
）
午
前
9
時
か

ら
、
国
吉
地
区
自
主
防
災
組
織
に

よ
る
防
災
訓
練
が
慶
風
高
校
グ
ラ

ウ
ン
ド
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

絶
好
の
青
空
の
も
と
、
参
加
者

は
、
起
震
車
に
よ
る
地
震
体
験
訓

練
を
は
じ
め
、
消
火
器
使
用
訓
練
、

地
元
消
防
団
の
方
々
の
ご
指
導
の

も
と
消
火
栓
使
用
訓
練
に
熱
心
に

取
り
組
み
、
災
害
に
対
す
る
心
構

え
を
新
た
に
し
て
い
ま
し
た
。

　

各
自
主
防
災
組
織
で
防
災
訓
練

の
開
催
等
ご
要
望
が
あ
り
ま
し
た

ら
、
紀
美
野
町
役
場
防
災
課

【
4
8
9-

8
1
1
1
】
ま
で
ご

連
絡
下
さ
い
。

自
主
防
災
組
織
防
災
訓
練
が

　
　
　
　
　

行
わ
れ
ま
し
た

消火器使用訓練

国
吉
地
区
自
主
防
災
組
織

〜
心
も
体
も
健
康
で

 
 
 
 

楽
し
い
人
生
を
〜

日
時 

平
成
20
年
1
月
19
日（
土
）

 
 

午
後
1
時
30
分
〜
3
時
00
分

場
所 

国
保
野
上
厚
生
総
合
病
院

 
 
 

附
属
看
護
専
門
学
校

講
演 

「
一
生　

自
分
の
足
で

 
 
 
 
 
 
 
 
 

歩
こ
う
」

講
師 

国
保
野
上
厚
生
総
合
病
院

 

整
形
外
科 

中
谷　

匡
登
先
生

参
加
費　
　

無
料

※
転
ん
で
も
折
れ
な
い
強
い
骨
を

作
り
ま
し
ょ
う　

＊
転
倒
予
防
教
室
も
あ
り
ま
す
の

で
、
ズ
ボ
ン
で
ご
参
加
下
さ
い

問
合
せ
先　
　

国
保
野
上
厚
生
総

合
病
院　

総
師
長
室　

葛
葉
迄

℡
0
7
3-

4
8
9-

2
1
7
8

℻
0
7
3-

4
8
9-

5
6
3
9

E
-m

a
il

k
u
zu

h
a
@

n
o
k
a
m

i-h
o
sp

ita
l.jp

平
成
19
年
度 

公
開
講
座

人生は老いてますますばら色に

国
保
野
上
厚
生
総
合
病
院 

看
護
部

2008・1

　

11
月
22
日

午
後
1
時
30

分
か
ら
美
里

中
学
校
体
育

館
で
、講
師
に

神
渡
良
平
氏

を
招
い
て
の
教
育
講
演
が
開
か
れ
、

生
徒
や
保
護
者
な
ど
約
1
5
0
名

が
受
講
さ
れ
ま
し
た
。

　

「
人
は
何
に
よ
っ
て
輝
く
の
か
」

を
演
題
に
神
渡
氏
は
、
闘
病
生
活

か
ら
作
家
の
道
を
歩
む
こ
と
に

な
っ
た
こ
と
や
お
遍
路
参
り
で
味

わ
っ
た
人
の
や
さ
し
さ
な
ど
を
通

し
て
、
人
と
の
出
会
い
の
大
切
さ

な
ど
を
約
1
時
間
30
分
に
わ
た
り

熱
っ
ぽ
く
話
さ
れ
ま
し
た
。
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健康・福祉
ガイド
健康・福祉
ガイド

健康・福祉
ガイド

○第一保育所　１月　８日（火）・２２日（火）　℡４８９－２１４４
○第二保育所　１月２１日（月）・２８日（月）　℡４８９－４９５３
○小川保育所　１月１１日（金）・２５日（金）　℡４８９－２４０５
○神野保育所　１月１６日（水）・３０日（水）　℡４９５－２０４９
○毛原保育所　１月　９日（水）・２３日（水）　℡４９９－０１３１

お問い合わせ、お申し込みは、海南保健所まで　　　海南市大野中939　（電話　482－0600）

健 康 相 談 健康診断書の作成
一般健康相談

１月８日（火）　9：00～11：00
１月22日（火）　9：00～11：00

エ イ ズ 検 査 エイズの各種相談 １月８日（火）　9：00～11：00
１月22日（火）　9：00～11：00

検 便
１月８日（火）　9：00～11：00
１月22日（火）　9：00～11：00

医 療 安 全 相 談 医療に関する各種相談に応じます。 月曜日～金曜日　9：00～17：00

こころの健康相談
心の健康上、不安をもつ方及び家族
※精神科医師が相談に応じます。

１月９日（水）　9：00～
１月17日（木）　13：30～
１月28日（月）　13：30～
※　予約制です。

骨 髄 バ ン ク
登 録 検 査

骨髄提供者（ドナー）の登録をするための
血液検査と登録手続きを行います。

１月８日（火）　10：00～11：00
１月22日（火）　10：00～11：00
※　予約制です。

○コアラ　　　　１月１６日（水）９：３０～１１：３０　自然体験世代交流センター（クッキング）
○カンガルー　　１月２３日（水）９：３０～１１：００　総合福祉センター
なお、いずれの行事も今年度に入り初めて参加される方は、申込みよろしくお願いします。

親子、友達との遊び場として、ご活用下さい。　（対象）紀美野町在住の子どもと保護者

毎 週 月 曜 日／午前9時～11時30分
　　　　　　　　　　午後2時～4時30分
第1・3・5週の木曜日／午前9時～11時30分

毎月　第2・4週の木曜日／午前9時30分～11時30分

鎌滝636（℡495－3127）

センター開放日と同じ日・時で行います。　（対象）紀美野町在住の子どもと保護者
※子育てに関する悩み等、個別に面接・電話・訪問相談を行います。

障がい者巡回
相談のお知らせ
障がい者巡回
相談のお知らせ

対　象　者

精神障がいの方・家族の方

身体障がいや知的障がいの方・
家族の方

月　　日

１月８日（火）

１月16日（水）

場　　　所　・　時　　　間
神野支所　　　　　9時30分～正午
総合福祉センター　13時30分～16時
神野支所　　　　　9時30分～正午
総合福祉センター　13時30分～16時

予　　約　　先
野上厚生病院内相談支援事業者

電話489-2908

療育センターＡＯＩ
電話　483-0454

あおい

指定相談支援事業所による巡回相談を下記のとおり実施します。
障がいのある人、その保護者、介護者などからのさまざまな相談に応じ、必要な情報の
提供や権利擁護のための必要な援助などを行います。
巡回相談は、原則予約となりますので、直接事業所に連絡してください。
なお、巡回相談日以外でも相談に応じていますので、下記事業所までご連絡ください。

2008・1
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児
童
手
当
と
は
、
児
童
を
養
育

し
て
い
る
方
に
手
当
を
支
給
す
る

こ
と
に
よ
り
家
庭
に
お
け
る
生
活

の
安
定
に
寄
与
す
る
と
と
も
に
、

次
代
の
社
会
を
担
う
児
童
の
健
全

な
育
成
及
び
資
質
の
向
上
に
資
す

る
こ
と
を
目
的
に
し
て
い
ま
す
。

〈
手
当
月
額
〉

　

〈
0
歳
以
上
3
歳
未
満
〉

　
　

第
1
子
・
第
2
子　

　
　
　
　
　

一
〇
、〇
〇
〇
円

　
　

第
3
子
以
降

　
　
　
　
　

一
〇
、〇
〇
〇
円

　

〈
3
歳
以
上
〉

　
　

第
1
子
・
第
2
子

　
　
　
　
　
　

五
、〇
〇
〇
円

　
　

第
3
子
以
降　

　
　
　
　
　

一
〇
、〇
〇
〇
円

児
童
手
当
制
度
に
つ
い
て

　

児
童
扶
養
手
当
と
は
、
父
母
の

離
婚
・
父
の
死
亡
な
ど
に
よ
り
父

と
生
計
を
同
じ
く
し
て
い
な
い
児

童
に
つ
い
て
手
当
を
支
給
す
る
制

度
で
、
母
子
家
庭
等
の
生
活
の
安

定
と
自
立
を
助
け
、
児
童
の
福
祉

の
増
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
し

て
い
ま
す
。

児
童
扶
養
手
当
制
度
に

つ
い
て

　

20
歳
未
満
で
身
体
や
知
的
ま
た

は
精
神
に
中
程
度
以
上
の
障
害
も

し
く
は
、
長
期
に
わ
た
る
安
静
を

必
要
と
す
る
病
状
に
あ
る
児
童
を

監
護
し
て
い
る
父
も
し
く
は
母
、

ま
た
は
父
母
に
代
わ
っ
て
児
童
を

養
育
し
て
い
る
方
に
支
給
さ
れ
る

手
当
で
す
。

〈
手
当
月
額
〉

　

一
級　
　

五
〇
、七
五
〇
円

　

二
級　
　

三
三
、八
〇
〇
円

　

な
お
、
受
給
者
に
一
定
額
以
上

の
所
得
が
あ
る
場
合
、
ま
た
は
児

童
福
祉
施
設
な
ど
に
入
所
し
て
い

る
場
合
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

（
児
童
手
当
等
に
つ
い
て
の
お
問

い
合
わ
せ
）

　

保
健
福
祉
課

　

電
話
4
8
9-

9
9
6
0

特
別
児
童
扶
養
手
当

制
度
に
つ
い
て

配
偶
者
暴
力
防
止
法

　

（
平
成
20
年
1
月
11
日
施
行
）

改
正
の
主
な
内
容　

Ⅰ　

保
護
命
令
制
度
の
拡
充

　

1　

生
命
又
は
身
体
に
対
す
る

脅
迫
を
受
け
た
被
害
者
に

か
か
る
保
護
命
令

　

2　

電
話
等
を
禁
止
す
る
保
護

命
令

　

3　

被
害
者
の
親
族
等
へ
の
接

近
禁
止
命
令

Ⅱ　

市
町
村
基
本
計
画
の
策
定
の

努
力
業
務　

等

　

詳
し
く
は
、
窓
口　

保
健
福
祉

課（
℡
4
8
9-

9
9
6
0
）ま
で
。

配
偶
者
暴
力
防
止
法
の

改
正
に
つ
い
て

　高齢者への「相手の話にじっくりと耳を
傾ける」傾聴ボランティアが、ここ数年盛
んになっています。
　町でも今年6月に「話し相手ボランティ
ア～さわやか～」が立ち上がり、老人施設
や在宅での活動を行なっています。
　「一人暮らしで話し相手がいない」「誰か
に話をじっくり聞いてもらいたい」などボ
ランティアさんに来てほしいと希望され
る方は下記へお問い合わせ下さい。

話し相手（傾聴）ボランティアとして活
動していただける方も募集しています

募集対象
話し相手（傾聴）ボランティアの訪問を希
望される高齢者（一人暮らし高齢者・高齢
者世帯を主としますが、それ以外の方でも
相談してください）

お問合せ・お申込先
保健福祉課（総合福祉センター内）

489－9960（直通）

話し相手（傾聴）ボランティア
利用希望者募集

平成20年度保育所入所児童を募集します。

●対象児

紀美野町に在住し、家庭内において日々の保育

に欠け集団保育可能な児童。

平成20年4月1日現在で満2歳以上であること。

（但し、野上第1保育所・神野保育所は満1歳以上

なら可）

●入所申込手続き

　新規に入所を申し込まれる方は、紀美野町総

合福祉センター内保健福祉課または神野支所

住民福祉室で必要な書類を受け取り、受付期間

内に紀美野町総合福祉センター内保健福祉課

または神野支所住民福祉室へ提出してくださ

い。また年度途中から入所を希望される方も必

ず手続きをしておいてください。入所の手続き

をしていない場合は、希望にそえないこともあ

ります。

　在園児については、保育所で書類を受け取り

受付期間内に各保育所に提出してください。

●町内保育所

野上第1保育所�紀美野町動木156番地� ℡489-2144

野上第2保育所�紀美野町下佐々1363番地�℡489-4953

小川保育所� 紀美野町中田5番地1� ℡489-2405

神野保育所� 紀美野町神野市場78番地� ℡495-2049

毛原保育所� 紀美野町毛原宮204番地� ℡499-0131

●保育時間

　（通常保育）平　日　午前8時30分～午後4時30分

　　　　　　土　曜　午前8時30分～午前11時30分

　（延長保育：野上第1保育所・神野保育所のみ）

　　　　　　平　日　午前7時15分～午後6時30分

　　　　　　土　曜　午前7時15分～午後1時00分

●受付期間　平成20年1月4日（金）～1月31日（木）

　詳しいことは、紀美野町総合福祉センター内保健福祉課

（℡489-9960）または神野支所住民福祉室（℡495-3464）

にお問い合せください。

平成20年度　保育所入所手続きのお知らせ
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障がい者巡回相談のお知らせ

　

1
月
31
日
納
期
限
の
町
税
等
は

左
記
の
と
お
り
で
す
。

　

お
忘
れ
の
な
い
よ
う
納
め
て
く

だ
さ
い
。

・
住
民
税
第
4
期
分

・
国
民
健
康
保
険
税
第
4
期
分

・
介
護
保
険
料
（
普
通
徴
収
分
）

第
4
期
分

　

納
税
に
は
便
利
で
安
全
、確
実
な

口
座
振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ
は　

　

税
務
課（
℡
4
8
9-

5
9
0
5
）へ

町
税
等
は
納
期
内
に

　
　
　
　

納
め
ま
し
ょ
う

情
報
公
開
制
度
・
個
人
情
報
保
護

条
例
の
運
用
状
況
の
お
知
ら
せ

○
平
成
18
年
度
中
、
各
実
施
機
関

に
対
す
る
公
文
書
の
開
示
請
求

は
1
件
で
す
。

　

な
お
、
情
報
公
開
総
合
窓
口
で

は
、
予
算
書
、
統
計
資
料
等
45
件

の
情
報
提
供
を
行
い
ま
し
た
。

○
個
人
情
報
取
扱
事
務
の
件
数
は

6
5
7
件
で
す
。
な
お
、
保
有

個
人
情
報
の
開
示
請
求
等
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。

（
お
問
い
合
わ
せ
先
：
総
務
課

T
E
L
4
8
9-

5
9
1
2
）

　成人式を迎えたみなさん、20歳になると、様々な権利
を得ると同時に、義務を負うことになります。国民年金
への加入も、そのひとつです。
　国民年金は日本国内に住所がある20歳以上60歳未満
の全ての方が加入し、前もって保険料を出し合い、やが
て誰にも訪れる老後の所得保障だけでなく、障害や死亡
といった不慮の事故などにより生活の安定が損なわれる
ことのないように、「基礎年金」を支給して、生活を支
える制度です。
　自営業者・学生・無職の方は、第1号被保険者となり
ます。紀美野町役場の国民年金担当窓口で手続きを行っ
てください。
　また、会社員や公務員の方は、厚生年金や共済組合の
加入者で、第2号被保険者（原則として65歳までの方）
となります。加入手続きは勤務先が行います。
　第2号被保険者に扶養されている20歳以上60歳未満の
配偶者の方は、第3号被保険者となり、配偶者の勤務先
を経由して手続きを行ってください。
　なお、20歳の誕生月の前月に、国民年金の案内ととも
に国民年金の加入の用紙（20歳到達者用）が社会保険事
務所から送付されますので、その案内に従って手続きを
行ってください。
　手続き後、国民年金の第1号被保険者の方には、国民

年金保険料納付案内書が送付されます。毎月の保険料
は、翌月末までに納付してください。
　20歳から60歳までの長い期間には、「学生のため収入
がない」、「失業して収入がない」、「アルバイトのため収入
が少ない」など、保険料を納付するのが困難な時期もあ
りえます。そんなときのために、次のような保険料の免
除制度があります。
●�保険料免除制度

＊法定免除・・・障害基礎年金や生活保護法による生
活扶助を受けている時に認められる制度です。

＊申請免除・・・本人とその配偶者、世帯主の前年所
得が、それぞれ一定額以下の場合に、申請により保
険料の全額が免除されたり、保険料の一部を納付し
残りの保険料は免除となる制度です。

●�若年者納付猶予制度
　30歳未満で、本人とその配偶者の前年所得がそれ
ぞれ一定額以下の場合に、申請により保険料の納付が
猶予される制度です。

●�学生納付特例制度
　学生の方で、本人の前年所得が一定額以下の場合
に、申請により保険料の納付が猶予される制度です。
　なお、退職者や、震災、風水害等の被災者の方は、
前年の所得に関係なく免除制度に該当する場合があり
ます。
　詳しくは、お住まいの紀美野町役場国民年金担当窓
口または社会保険事務所へお問合せください。

新成人の皆さんへ

20歳がスタート！国民年金！

町税等の口座振替納付を
ご利用の皆様へ

戦没者等のご遺族の皆様へ
第八回特別弔慰金請求のお済みでない方

　本町においても経費の節減と事務の簡素
合理化を図るため、現在実施させていただい
ている「口座振替済通知書」の送付を平成20
年3月振替分（平成19年度）をもって廃止させ
ていただきます。
　振替については、通帳にご記帳のうえ、ご
確認ください。
　町民の皆様には、本趣旨をご理解いただ
き、今後とも口座振替にご協力賜りますよう
よろしくお願いします。
※継続検査（車検）の必要な軽自動車につい

ては、従来どおり「軽自動車納税証明書（継続検査用）」
を送付させていただきます。

※国民健康保険税及び介護保険料につきましては、確定
申告用に「国民健康保険税・介護保険料納付済額証明
書」を送付させていただきます。

お問合せ先
固定資産税・町県民税・軽自動車税� 税務課収納係
国民健康保険税・介護保険料（普通徴収分）�073-489-5905

◎口座振替納付ご利用の方で口座の変更、停止、解約等
がある場合は、必ずご連絡ください。

◎納税（入）義務者に変更がある場合は、新しい納税（入）
義務者で口座振替の登録が必要になります。

　戦没者等の死亡当時の遺族で、平成17年4月1日にお
いて恩給や遺族年金等を受けていない場合であって、弔
慰金の受給権者、戦没者の子、父母、兄弟姉妹等の先順位
による1人です。
　なお、既に特別弔慰金の請求をしている場合は、再度
請求する必要はございません。

　支給内容　額面40万円の10年償還国債
　請求期限　平成20年3月31日まで
　請 求 先　保健福祉課・神野支所　住民福祉室
　問い合わせ　総合福祉センター 保健福祉課　TEL489-9960
　　　　　　神野支所　住民福祉室　TEL495-3464
　　　　　　県庁福祉保健総務課　援護班　TEL441-2475

和歌山地方法務局からのお知らせ
●供託金の納付は、電子納付が便利です。
　郵送により供託の申請をされる場合の供託金の納付は，
金融機関にあるペイジー対応ATMを利用した電子納付が
大変便利です。ATMの操作は簡単で、手数料は一切かかり
ません。また，電子納付はインターネットバンキングやモバ
イルバンキングを利用することもできます。
詳しくは和歌山地方法務局供託課　℡073－422－5143】
　供託手続は，インターネットを利用したオンライン申請
が可能です。詳しくは法務省オンライン申請システムの
ホームページ【http://shinsei.moj.go.jp/】をご覧ください。

2008・1



9

募　　　集 平成20年度 紀美野町立学童保育所 入所受付

入所資格　平成20年4月1日現在、町内在住の小学1年生から
3年生までの児童で、昼間保護者（両親またはこれ
に代わる者）が労働などにより不在のため保育で
きない家庭の児童

入所期間　平成20年4月1日～平成21年3月31日
　　　　　※土曜・日曜・祝日・夏期（8月13日～16日）・年末

年始（12月29日～1月4日）は休日とします。
開設場所　○野上学童保育所（定員25名）
　　　　　　　　　動木1445番地（野上小学校内）
　　　　　○下神野学童保育所（定員12名）
　　　　　　　　　神野市場218番地（文化センター内）
開設時間　・放課後～午後6時
　　　　　・学校休業日（土曜・日曜・祝日は除く）は、
　　　　　　午前8時～午後6時
保 育 料　月額5，000円（但し、長期休暇中は別料金。生活保護・

準要保護世帯、同一世帯第2子以降は減免措置が
あります。保育料以外の諸経費については入所案
内書類で確認してください。）

申込方法　入所を希望する保護者は、所定の入所申請書に必
要事項を記入後、勤務等証明書を添付の上、教育
委員会総務学事課（役場本庁）または、学事生涯学
習室（文化センター）に提出してください。　なお、
入所申請書一式は上記申込所・野上学童保育所に
備え付けています。

提出期間　平成20年2月1日（金）～2月29日（金）
そ の 他　今年度に入所している児童で、来年度も引き続き

入所を希望される方も改めて入所申請書を提出
してください。

問 合 先　教育委員会　総務学事課　電話489-5909

職業訓練生の募集

就職に有利な専門的知識や技能を習得します。
募集訓練科・訓練期間�・電気設備科　2月1日（金）～7月28日（月）�
� ・CAD製図科　2月5日（火）～4月28日（月）
募集締切期日　1月25日（金）
受 　 講 　 料　無料（但し、テキスト代等は自己負担）
問い合わせ先　独立行政法人雇用・能力開発機構和歌山センター
　　　　　　　訓練第一課　電話073（461）5649　

入札参加資格の申請等について

　紀美野町が発注する建設工事、測量・建設コンサル
タント等、物品及び役務提供の平成20・21年度分（町
内の業者については、平成20年度のみとなります。）
の入札に参加される方は、入札参加資格審査申請を提
出していただく必要があります。詳細については、町ホー
ムページに掲載しておりますのでご覧ください。

１．提　出　先   紀美野町役場 企画管財課
　　　　　　　　電話073－489－5913 
２．申請書宛名　紀美野町長
３．受 付 期 間   平成20年1月4日～2月29日 

但し、土曜日・日曜日及び祝日・休業日は除く
午前8時30分から午後5時30分までの間（正
午から午後1時までは除く）。

４．有効期間　町 内 の 業 者　1年
（平成20年4月1日～平成21年3月31日）

　　　　　　　町内以外の業者  2年
（平成20年4月1日～平成22年3月31日）

－お問い合わせ－
紀美野町役場 企画管財課　電話073-489-5913

平成20年度国民健康保険野上厚生病院組合
入札参加資格登録申請書提出等について

　平成20年度において国民健康保険野上厚生病院
組合が発注する物品の購入、修繕、業務委託及び建設
工事、測量建設コンサルタント等についての入札等
に参加を希望される方は、下記期限まで資格登録申
請書を提出して下さい。

記
１．提出期限
　　平成20年2月1日から平成20年2月29日まで
　　午前9時から午後5時まで
　　　　　　　（但し、祝祭日、土・日曜日は除く）
　　＊登録申請用紙は、当病院　庶務課又は国保野

上厚生総合病院ホームページよりダウンロー
ドできます。

２．提出方法
　　申請書の提出は持参又は郵送でもかまいません。
　　（最終日の消印有効）
３．申請書宛名
　　国民健康保険野上厚生病院組合　管理者　寺本光嘉
４．提出書類
　＊物品購入等入札参加資格登録申請書　　1部
　＊希望する資格の種類表（希望する業種に○を記入）
　＊納税証明書（直近　消費税、法人税等）1部（コピー可）
　＊建設、測量、コンサルタント業においては国土交

通省統一様式添付のこと。
５．入札参加資格の有効期間
　　2年間（平成20年4月1日から平成22年3月31日まで）
６．提出場所及び問い合わせ先
　　（午前9時から午後5時まで）

国保野上厚生総合病院事務局　庶務課   
〒640－1141
和歌山県海草郡紀美野町小畑198番地
TEL　073－489－2178（代）
FAX　073－489－5639
URL　http://www.nokami-hospital.jp/

のかみふれあい公園ふれあい館
食材供給コーナー（食堂）テナント募集

　ふれあい館内の食材供給コーナー（食堂）を営業していた
だける事業者を次のとおり募集します。

【事業者の要件】
（1）代表者を定めた、メンバー5名以上を有する団体
（2）公園内の食材供給コーナー（食堂）としてふさわしい営

業をできる者
（3）使用料等の経費負担能力がある者

【募集の概要】
（1）施設名　のかみふれあい公園　ふれあい館
　　　　　　食材供給コーナー

（2）使用料　月20万円（電気、水道使用料金含む）　
（3）営業期間（営業時間）　通年（午前9時から午後5時まで）
（4）営業開始日 　平成20年4月1日（予定）
（5）休館日 　毎週火曜日（祝日に当たる場合は翌日）

　　　　 12月29日から翌年1月3日までの期間　　
【申し込み】
（1）申し込み先　役場本庁 産業課  TEL073-489-5901まで
（2）受付期間　平成20年1月10日から同年2月8日まで
　　（月曜日～金曜日の8:30から17:30までの時間帯）

【問合せ先】　　　 申し込み先まで
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生
涯
学
習
情
報

教
育
長　

岩

橋

成

充

　

講
師　

国
語
学
者
・
金
田
一
秀
穂
氏

2
月
23
日
（
土
）
午
後
1
時
〜

中
央
公
民
館
大
ホ
ー
ル

１
月
26
日（
土
）午
前
９
時
30
分
〜
午
後
９
時
30
分

１
月
27
日（
日
）午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時

【
講
師
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
】

　

祖
父
に
金
田
一
京
助
（
言
語
学
者
）
、
父
に
金

田
一
春
彦
（
国
語
学
者
）
を
も
つ
国
語
学
者
。
海

外
の
大
学
な
ど
で
日
本
語
を
指
導
。
現
在
は
杏

林
大
学
外
国
語
学
部
教
授
。
テ
レ
ビ
に
も
多
数

出
演
さ
れ
活
躍
中
。

■
日
程　

午
後
1
時
〜
星
空
の
講
座
「
宇
宙
…

文
系
的
ア
プ
ロ
ー
チ
」（
講
師
・
み
さ
と
天
文

台
長
矢
動
丸
氏
）

　

午
後
1
時
30
分
〜
金
田
一
先
生
に
よ
る
講
演

■
入
場
無
料（
整
理
券
が
必
要
で
す
）

＊
整
理
券
配
布　

1
月
9
日（
水
）よ
り

＊
整
理
券
配
布
場
所

中
央
公
民
館　

文
化
セ
ン
タ
ー　

神
野

支
所　

小
川
・
志
賀
野
地
区
公
民
館　

真

国
・
国
吉
・
長
谷
毛
原
出
張
所

※
時
間
は
各
施
設
就
業
･

開
館
時
間
中
で
す
。

■
お
問
合
せ　

中
央
公
民
館

■
志
賀
野
地
区
公
民
館

　

展
示　

花
作
り
（
寄
せ
植
え
）　

ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト

　
　
　
　

フ
ラ
ワ
ー　

書　

ビ
ー
ズ
ア
ク
セ
サ
リ
ー

　
　
　
　

パ
ソ
コ
ン　

一
般
作
品　

小
学
校
児
童
作
品

　

茶
席　

午
後
０
時
30
分
〜
午
後
３
時
30
分

　

芸
能
大
会

 
　

26
日（
土
）午
後
０
時
30
分
〜
午
後
３
時
30
分

■
志
賀
野
小
学
校
学
習
発
表
会

 

１
月
27
日（
日
） 

午
後
１
時
〜
午
後
３
時

 

志
賀
野
小
学
校

　

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
、
地
域
の
人
が
総
参
加
。

み
な
さ
ん
、お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

ご
来
館
の
方
に
プ
レ

ゼ
ン
ト　

花
つ
く
り

サ
ー
ク
ル
よ
り
苔
だ

ま
を
差
し
上
げ
ま
す
。

（
数
に
限
り
あ
り
）

※
一
般
作
品
の
展
示

応
募
は
１
月
18
日
迄

志
賀
野
地
区
公
民
館

に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

昨
年
末
、
月
周
回
衛
星

「
か
ぐ
や
」
か
ら
送
信
さ
れ

た
月
か
ら
登
っ
て
く
る
美
し

い
地
球
の
画
像
に
感
動
し
ま

し
た
。
青
く
海
水
に
満
ち
た

地
球
が
月
面
か
ら
現
れ
る

「
地
球
の
出
」
を
見
て
水
が

宇
宙
に
こ
ぼ
れ
な
い
か
心
配

し
た
私
で
す
。
千
年
程
前
に

作
ら
れ
た
竹
取
物
語
で
は
、

か
ぐ
や
姫
が
月
に
帰
る
様
子

が
描
か
れ
て
い
ま
す
。
こ
の

姿
を
重
ね
て
「
か
ぐ
や
」
と

命
名
さ
れ
た
の
で
し
ょ
う
。

私
た
ち
は
、
地
球
環
境
を
守

る
こ
と
が
大
き
な
課
題
で
す
。

広
い
視
野
で
学
び
の
郷
と

し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
学
習
の

場
を
企
画
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
本
年
も
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

JAXA広報ページより（C）JAXA/（C）NHK
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■
中
央
公
民
館

9
日 

お
正
月
あ
そ
び
を
し
よ
う

16
日　

絵
本
の
読
み
聞
か
せ

　
　
　

（
野
い
ち
ご
の
会
）

23
・
30
日 

作
っ
て
あ
そ
ぼ
う

　
　
　

「
紙
ず
も
う
」

■
文
化
セ
ン
タ
ー

9
日 

絵
本
の
読
み
聞
か
せ

　
　
　

（
ほ
た
る
）

16
日 

お
正
月
あ
そ
び
を
し
よ
う

23
・
30
日 

作
っ
て
あ
そ
ぼ
う

　
　
　

「
紙
ず
も
う
」　

■
小
川
地
区
公
民
館（
午
後
3
時
〜
）

　

移
動
ふ
れ
あ
い
ル
ー
ム

18
日 

絵
本
の
読
み
聞
か
せ

　
　
　

（
ひ
ま
わ
り
）

「
お
正
月
を
あ
そ
ぼ
う
!

」

読
み
聞
か
せ
＆
た
こ
を
作
っ
て

あ
そ
ぼ
う
！

1
月
12
日
（
土
）

　

午
後
1
時
〜
3
時
30
分

文
化
セ
ン
タ
ー

■
当
日
受
付
（
無
料
）

■
甘
く
て
お
い
し
い
ぜ
ん
ざ
い
も

 

あ
り
ま
す
。

■
主
催　

青
少
年
セ
ン
タ
ー

 

12
月
9
日（
日
）ふ
れ
あ
い
公
園

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
に
お
い
て
「
和

歌
山
放
送
杯
第
1
回
パ
ー
ク
ゴ
ル

フ
和
歌
山
オ
ー
プ
ン
I
N
き
み

の
」
が
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
大
阪
や
奈
良
、
徳
島
、
県
内

の
愛
好
者
227
名
が
集
ま
り
、
紅
葉

を
楽
し
み
な
が
ら
そ
れ
で
い
て
真

剣
な
眼
差
し
で
36
ホ
ー
ル
を
競
い

あ
い
ま
し
た
。

 

結
果
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

敬
称
略
（　

）
内
は
打
数
と
住
所

■
男
子
の
部

1
位 

木
村 

勲（
107
和
歌
山
市
）

2
位 

中
岡
充
夫（
108
和
歌
山
市
）

3
位 

森
下
康
彦（
108
動
木
）

4
位 

花
田
正
巳（
113
下
佐
々
）

5
位 

前
川 

出（
114
海
南
市
）　

6
位 

楠
根
由
喜
男（
115
岩
出
市
）

■
女
子
の
部

1
位 

宇
都
宮
町
子（
119
海
南
市
）

2
位 

嶋
田
房
子（
120
和
歌
山
市
）

3
位 

志
場
和
子（
120
下
佐
々
）

4
位 

関
本
ミ
ツ
代（
121
動
木
）

5
位 

花
田
洋
子（
121
下
佐
々
）

6
位 

小
久
保
美
智
子（
123
海
南
市
）

■
文
化
セ
ン
タ
ー

　

1
月
9
日（
水
）

 

午
後
2
時
30
分
〜　

1
時
間

 

（「
ほ
た
る
」の
皆
さ
ん
）

■
中
央
公
民
館

 

1
月
16
日（
水
）

 

午
後
2
時
30
分
〜　

1
時
間

 

（「
野
い
ち
ご
の
会
」の
皆
さ
ん
）

【
百　

冊
】

　

中 

稀
優（
第
二
保
）

 

樋
瀬
大
輝（
下
小
四
年
）

【
二
百
冊
】

　

吉
見
成
未（
第
二
保
）

　

上
村
佳
弘（
野
小
一
年
）

　

松
本
紘
槻（
下
小
三
年
）

　

中
央
公
民
館

■「
人
間
の
関
係
」五
木
寛
之
・
著

■「
求
め
な
い
」　

加
島
祥
造
・
著

■「
ダ
イ
イ
ン
グ
・
ア
イ
」

　
　
　
　
　
　
　

東
野
圭
吾
・
著

■「
東
京
・
地
震
・
た
ん
ぽ
ぽ
」

　
　
　
　
　
　
　

豊
島
ミ
ホ
・
著

■「
花
の
回
廊
」　
　

宮
本
輝
・
著

■「
だ
か
ら
僕
は
学
校
へ
行
く
」

　
　
　
　
　
　
　

乙
武
洋
匡
・
著

■「
エ
コ
ロ
ジ
ス
ト
で
い
こ
う
」

　
　
　
　
　
　
　
　

首
藤
真
・
著

■「
お
金
も
う
け
は
悪
い
こ
と
？
」

　
　

ア
ン
ド
リ
ュ
ー
・
ク
レ
メ
ン
ツ
・
著

■「
1
2
の
嘘
と
1
2
の
真
実
」

　
　
　
　
　

あ
さ
の
あ
つ
こ
・
著

■「
い
い
夢
ひ
と
つ
お
あ
ず
か
り
」

　
　
　
　
　
　

小
松
原
宏
子
・
著

■
「
ぽ
っ
か
り
つ
き
が
で
ま
し
た
ら
」

　
　
　
　
　
　

内
田
麟
太
郎
・
著

■「
わ
ん
こ
と
り
ん
ご
」

　
　
　
　

佐
々
本
ト
オ
ル
・
著

　

文
化
セ
ン
タ
ー

■「
望
み
は
何
と
訊
か
れ
た
ら
」

　
　
　
　
　
　

小
池
真
理
子
・
著

■「
孤
独
に
さ
よ
う
な
ら
」

　
　
　
　
　
　
　
　

辻
仁
成
・
著

■「
妖
し
い
詩
韻
」内
田
康
夫
・
著

■「
角
兵
衛
獅
子
」大
佛
次
郎
・
著

■「
パ
ー
ク
チ
ル
ド
レ
ン
」

　
　
　
　
　
　
　

石
野
文
香
・
著

■「
へ
ん
し
ん
プ
レ
ゼ
ン
ト
」

　
　
　

あ
き
や
ま
た
だ
し
作
･

絵

■「
い
や
い
や
ア
ゴ
マ
ス
ク
」

　
　
　
　

こ
い
で
な
つ
こ
作
・
絵

■「
イ
モ
ム
シ
か
い
ぎ
」

　
　
　
　
　
　

市
居
み
か
作
・
絵

■「
う
ず
ま
き
貝
の
ロ
ケ
ッ
ト
」

　
　
　
　
　
　
　

吉
田
稔
美
・
絵

　
　
　
　
　

な
す
だ
み
の
る
・
文

■「
エ
ル
マ
ー
と
に
じ
」

　

デ
ビ
ッ
ト
・
マ
ッ
キ
ー
文
・
絵

　

中
央
公
民
館
（
保
育
室
）・
文
化

セ
ン
タ
ー
（
ホ
ワ
イ
エ
）
で
、
月
曜

〜
金
曜
（
午
後
2
時
〜
5
時
）
放
課

後
を
楽
し
く
過
ご
そ
う
！

 

12
月
8
日（
土
）文
化
セ
ン
タ
ー

に
お
い
て
「
佐
賀
の
が
ば
い
ば
あ

ち
ゃ
ん
」
〜
笑
顔
で
生
き
ん
し
ゃ

い
！
〜
と
題
し
て
、
島
田
洋
七
さ

ん
の
講
演
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
現
在
の
私
た
ち
が
忘
れ
か
け

て
い
る
、
人
と
し
て
の
思
い
や
り

や
、
生
き
方
が
語
ら
れ
、
笑
い
と
感

心
の
連
続
で
し
た
。

■
１
月
24
日
（
木
）
午
後
１
時
30
分
〜 

　

国
吉
集
会
所

■
１
月
29
日
（
火
）
午
後
１
時
30
分
〜

　

小
畑
集
会
所

　

今
回
は
ど
な
た
様
で
も
ご
参
加

い
た
だ
け
ま
す
。
皆
様
の
お
越
し

を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

2008・1

坂
口
健
太
郎
氏

　

（
坂
口
内
科
医
院
長
）
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そ
の
21

　

11
月
23
日
（
祝
）
、
農
村
総
合
セ

ン
タ
ー
ゲ
ー
ト
ゴ
ル
フ
場
で
第
12

回
W
G
G
A
会
長
杯
争
奪
ゲ
ー
ト

ゴ
ル
フ
大
会
が
開
催
さ
れ
、
211
名

の
参
加
者
に
よ
り
7
ホ
ー
ル
で
ス

コ
ア
を
競
い
合
い
ま
し
た
。
結
果

は
次
の
と
お
り
で
す
。
敬
称
略　

（　

）
内
は
打
数
と
住
所

■
男
子
の
部

1
位　

北
野
智
三（
32
和
歌
山
市
）

2
位　

前
中
徹
哉（
32
永
谷
）

3
位　

横
山
勝
明（
32
和
歌
山
市
）

4
位　

本
多
敬
典（
35
海
南
市
）

5
位　

吉
田
穎
弘（
35
毛
原
中
）

6
位　

西
川
和
宏（
35
動
木
）

■
女
子
の
部

1
位　

前
中
節
子（
36
永
谷
）

2
位　

硲　

艶
子（
37
神
野
市
場
）

3
位　

弓
庭
美
鶴（
39
毛
原
宮
）

4
位　

岩
切
マ
ス
子（
40
和
歌
山
市
）

5
位　

東
田
巳
代（
40
毛
原
宮
）

6
位　

中
谷
多
加
子（
42
毛
原
下
）

し
ら
か
し
老
大
樹
群

■
所
在
地　

紀
美
野
町
田

■
県
指
定　

　
　

昭
和
三
十
三
年
四
月
一
日

　

国
吉
の
集
落
か
ら
熊
野
神
社
に

登
る
旧
参
道
の
途
中
に
あ
る
里
神

稲
荷
の
付
近
に
点
在
す
る
シ
ラ
カ

シ
の
老
樹
は
五
株
あ
り
ま
し
た

が
、
現
在
で
は
枯
死
に
よ
り
二
株

（
第
二
、
四
号
樹
）
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

写
真
は
第
二
号
樹
（
県
下
最

大
）
で
、
稲
荷
祠
の
後
方
少
し
は

な
れ
た
と
こ
ろ
に
あ
り
、
胸
高
幹

位
五
・
五
メ
ー
ト
ル
、
地
上
七

メ
ー
ト
ル
の
あ
た
り
で
本
幹
折

損
、
そ
の
下
方
よ
り
二
支
幹
を
出

し
樹
冠
を
形
成
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
同
一
樹
種
の
老
大

樹
が
集
団
的
に
残
存
す
る
の
は
た

い
へ
ん
珍
し
い
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。

　

11
月
25
日
（
日
）
、
野
上
中
学
校

体
育
館
に
お
い
て
、『
お
別
れ
』
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
今
大
会
に
海
南
市
か
ら
4

チ
ー
ム
を
招
待
し
、
A
チ
ー
ム
ブ

ロ
ッ
ク
、
B
・
C
チ
ー
ム
ブ
ロ
ッ
ク

に
分
か
れ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
大
熱
戦

が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。
結
果

は
次
の
と
お
り
で
す
。

■
A
チ
ー
ム
ブ
ロ
ッ
ク

　

【
優　

勝
】ス
タ
ー
ズ

　

【
準
優
勝
】巽

　

【
3　

位
】亀
川

■
B
・
C
チ
ー
ム
ブ
ロ
ッ
ク

　

【
優　

勝
】ス
タ
ー
ズ
B

　

【
準
優
勝
】野
上
B

児
童
絵
画
展

期
間　

2
月
28
日
ま
で

■
中
央
公
民
館
・
役
場
展
示

【
第
一
保
育
所
】

く
ろ
さ
き
つ
よ
し
・
い
ま
で
み

ゆ
・
く
す
の
き
ま
な
み
・
い
ち
ば

り
ゅ
う
と
・
み
な
か
た
せ
な
・
に

し
た
に
ゆ
う
ひ
・
に
し
か
わ

り
ょ
う
・
ち
の
た
い
が
・
に
し
か

わ
し
ゅ
ん
・
に
し
だ
ち
ほ
・
き
の

し
た
ち
か
ひ
さ
・
み
な
み
の
ぶ

き

【
第
二
保
育
所
】

に
し
も
ん
あ
い
り
・
な
か
ま
ひ

ろ
・
く
わ
ぞ
え
だ
い
す
け
・
み
や

い
せ
い
き
・
て
ら
も
と
ほ
の
か
・

よ
し
み
ゆ
う
す
け
・
い
し
い
た

だ
ひ
ろ
・
わ
く
た
に
る
か

【
小
川
保
育
所
】

　

や
ま
だ
り
お

【
野
上
小
学
校
】

井
関
た
く
と
・
中
村
ゆ
う
き
・
田

伏
菜
央
・
野
口
た
い
し
・
丸
畑
拓

視
・
唐
門
伶
・
御
前
瞭
・
常
田
優

香
・
前
中
歩
・
坂
本
珠
実
・
中
村

力
・
御
前
芽
衣

【
小
川
小
学
校
】

日
裏
裕
介
・
宮
下
絵
菜
・
野
原

凌
・
前
陸
路
侑
也

【
志
賀
野
小
学
校
】

伊
南
憲
孝
・
應
地
峯
広
斗
・
中
野

尻
祥

【
野
上
中
学
校
】

裏
田
野
乃
花
・
東
山
捺
美
・
徳
田

み
の
り
・
長
峯
実
咲
・
堀
口
雛

世
・
東
原
侑
里
奈
・
宮
脇
杏
奈

■
文
化
セ
ン
タ
ー
・
神
野
支
所
展
示

【
神
野
保
育
所
】

た
か
だ
し
ん
た
ろ
う
・
に
し
う
ら

し
ょ
う
せ
い
・
い
わ
ね
あ
い
り
・
な

か
で
た
か
や
・
あ
ず
ま
い
つ
き
・
お

り
く
ち
ゆ
う
き
・
な
か
ま
え
こ
う

よ
う

【
毛
原
保
育
所
】

　

ゆ
ば
そ
う
た
・
た
む
ら
み
や
び

【
下
神
野
小
学
校
】

西
上
幸
希
・
岸
本
和
佳
・
井
元
裕

真
・
寺
本
真
理
・
中
出
彩
音
・
上

北
崇
弘

【
毛
原
小
学
校
】

松
元
勇
剛
・
西
澤
英
里
奈
・
坂
本

む
つ
み

【
美
里
中
学
校
】

折
口
真
哉
・
堀
口
澪
月
・
向
沙

奈
・
中
谷
菜
津
実
・
堀
口
帆
海

【
長
谷
毛
原
中
学
校
】

中
前
葉
月
・
井
本
早
姫
・
小
池
有

紀

　

11
月
18
日
（
日
）・
23
日
（
祝
）
、
農

村
総
合
セ
ン
タ
ー
・
下
神
野
小
学

校
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
お
い
て
、
ス
ポ

少
『
お
別
れ
』
少
年
野
球
大
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
5
チ
ー
ム
参
加

に
よ
る
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
戦
で
、
大

変
寒
い
中
で
し
た
が
、
日
頃
の
練

習
の
成
果
を
発
揮
し
て
、
大
熱
戦

が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。
結
果

は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
優　

勝
】中
野
上
少
年
野
球

【
準
優
勝
】美
里
少
年
野
球

【
3　

位
】野
上
少
年
野
球

2008・1
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紀
美
野
町
立
小
川
小
学
校

　

歌

の

小

道

 

神
の
庭
紅
葉
を
踏
め
ば
匂
ひ
立
ち�

湯
上
ひ
と
み

 

小
春
日
や
無
駄
の
つ
ま
り
し
小
抽
出�

岩
間
文
鳥

 

顔
赤
き
湖
国
の
閻
魔
日
向
ぼ
こ�

池
上
幸
子

 

表
地
は
更
紗
の
模
様
布
団
縫
ふ�

鈴
木
惇
子

 

小
春
日
や
九
輪
の
上
に
雲
遊
び�

手
拝
て
る
代

 

水
の
無
き
ま
ま
に
水
音
冬
の
滝�

馬
谷
富
貴
子

 

坪
庭
の
銀
杏
黄
葉
の
錦
か
な�

口
井
重
信

 

取
れ
そ
う
で
取
れ
ぬ
熟
柿
を
見
上
げ
を
り�

東
せ
つ
子

 

時
雨
る
る
や
高
層
ビ
ル
は
天
見
せ
ず�

三
角
裕
美

 

お
ご
そ
か
に
世
紀
が
開
け
る
百
八
つ�

田
渕
竜
男

 

み
の
む
し
の
ひ
と
つ
ゆ
れ
い
て
秋
風
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

い
の
ち
す
が
れ
る
糸
を
光
ら
す�

笹
田
美
代
子

 

こ
の
夏
の
暑
さ
を
よ
く
も
超
え
た
り
と

　
　
　
　
　
　
　

皺
深
き
腕
を
湯
舟
に
入
れ
ぬ�

吉
村
紀
子

 

笹
竹
を
持
ち
て
歩
め
ば
さ
や
さ
や
と

　
　
　
　
　
　
　

古
歌
よ
み
が
え
る
三
輪
山
の
歌�

今
出
瑞
子

 

焼
き
上
が
り
し
パ
ン
プ
キ
ン
ケ
ー
キ
を
取
り
出
だ
す

　
　
　
　
　
　
　

そ
の
瞬
の
間
も
木
の
実
落
ち
ゆ
く�

貝
野
千
鶴
子

 

風
に
な
び
く
す
す
き
の
原
を
歩
み
を
り

　
　
　
　
　
　
　

追
憶
な
べ
て
霧
ふ
か
き
か
な�

角
谷
と
し
み

 

安
価
で
も
努
力
の
実
の
な
る
み
か
ん
畑

　
　
　
　
　
　
　

喜
び
も
や
す
翁
の
満
面�

西
佐
古
祐
子

 

土
竜
と
ふ
漢
字
知
ら
ず
に
句
を
読
め
ず

　
　
　
　
　
　
　

孫
の
教
え
に
初
め
て
知
り
し�

寺
岡
幸
子

 

満
福
寺
の
銀
杏
筵
の
中
庭
に

　
　
　
　
　
　
　

僧
ゆ
っ
た
り
と
秋
を
見
送
る�

上
中
前
澄
子

 

朝
の
戸
を
開
く
れ
ば
匂
う
柊
の

　
　
　
　
　
　
　

白
き
小
花
よ
米
粒
ほ
ど
の�

梶
谷
美
瑳
子

■
天
文
台
長
／
矢
動
丸　

泰

　

町
内
の
子
供
た
ち
が
天
文
台
を

訪
れ
、
望
遠
鏡
を
覗
き
、
星
や
宇

宙
に
夢
チ
ュ
ー
に
な
れ
る
、
そ
ん

な
天
文
台
を
目
指
し
ま
す
。

■
主
任
研
究
員
／
豊
増　

伸
治

　

合
併
1
年
目
は
防
災
企
画
、
2

年
目
は
親
し
め
る
天
文
台
、
3
年

目
は
？
皆
様
か
ら
「
使
え
る
！
」

天
文
台
と
言
わ
れ
た
い
。

■
研
究
員
／
小
澤　

友
彦

　

私
た
ち
の
活
動
を
期
待
し
応
援

し
て
く
れ
る
人
た
ち
が
い
ま
す
。

そ
の
気
持
ち
に
応
え
て
行
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
頑
張
り
ま
す
。

■
客
員
研
究
員
／
山
口　

卓
也

　

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
今

年
は
修
士
2
年
間
の
成
果
を
ま
と

め
る
年
で
す
。
結
果
を
残
せ
る
よ

う
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

■
庶
務
用
務
担
当
／
東　

寿
郎

　

台
内
の
清
掃
・
周
辺
整
備
に
力

を
い
れ
、
訪
れ
た
皆
様
に
安
全
に

楽
し
く
星
を
見
ら
れ
る
場
を
提
供

で
き
る
よ
う
頑
張
り
ま
す
。

■
教
諭
（
研
修
）
／
智
多　

淳
一

　

天
文
台
で
の
長
期
研
修
も
あ
と

3
ヶ
月
。
子
ど
も
た
ち
に
も
、
星

や
星
座
の
話
を
分
か
り
や
す
く
語

れ
る
よ
う
に
が
ん
ば
り
ま
す
。

　

秋
か
ら
初
冬
に
か
け
て
の
2
学

期
は
行
事
が
い
っ
ぱ
い
の
期
間
で

す
。
そ
の
最
後
を
し
め
く
く
る
の

が
「
紀
美
野
ふ
れ
あ
い
マ
ラ
ソ
ン

大
会
」
出
場
で
す
。
本
校
で
は
、

体
力
ア
ッ
プ
を
目
的
に
し
、
さ
ら

に
前
述
の
大
会
に
全
校
出
場
と
そ

の
活
躍
を
目
指
し
て
4
月
か
ら
毎

朝
8
時
よ
り
10
分
間
（
授
業
時
間

前
）
の
持
久
走
を
始
め
、
6
月
7

月
の
暑
い
時
期
も
1
日
も
欠
か
す

こ
と
な
く
続
け
て
き
ま
し
た
。
そ

の
甲
斐
あ
っ
て
今
で
は
、
子
ど
も

達
に
走
っ
て
当
た
り
前
、
し
ん
ど

く
て
当
た
り
前
と
い
う
気
持
ち
が

育
っ
て
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
運
動

会
で
は
、
教
育
関
係
者
の
方
か
ら

「
小
川
の
子
ど
も
の
走
り
方
は
違

う
。
5
・
6
位
の
子
さ
え
最
後
ま

で
ス
ピ
ー
ド
落
と
さ
な
い
で
が
ん

ば
る
。
」
と
評
価
い
た
だ
き
励
ま

さ
れ
ま
し
た
。

　

9
月
・
10
月
で
は
自
分
の
ペ
ー

ス
作
り
に
主
眼
を
お
い
て
練
習
。

い
よ
い
よ
本
番
1
箇
月
前
の
11
月

よ
り
、
運
動
場
周
回
練
習
に
加
え

週
2
回
の
ロ
ー
ド
練
習
を
し
て
い

ま
す
。
こ
の
練
習
で
は
、
そ
れ
ぞ

れ
が
自
分
の
が
ん
ば
り
を
毎
回
自

己
評
価
で
き
る
よ
う
全
員
の
タ
イ

ム
を
と
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う

に
し
て
本
番
に
備
え
て
心
理
状
態

を
も
高
め
て
い
ま
す
。

写
真
：
左
か
ら
智
多
、豊
増
、

　
　
　

矢
動
丸
、山
口
、小
澤
、東

も
ぐ
ら

こ
ひ
き
だ
し

も
み
じ

む

し

ろ

ひ
い
ら
ぎ

2008・1
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●火災発生件数‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥0件

11月の消防の動き

【事故別搬送人員】

管　内 管　外 合　計

急 　 　 病

一 般 負 傷

交 通 事 故

そ の 他

合 　 計

16（ １ ）

４（ 　 ）

６（ 　 ）

４（ 　 ）

30（ １ ）

（　　）

（　　）

（　　）

（　　）

（　　）

16（ １ ）

４（ 　 ）

６（ 　 ）

４（ 　 ）

30（ １ ）

※（　　　）内については、ドクターヘリ要請

申
し
込
み
期
限

受
講
し
よ
う
と
す
る
月
の
前
月

の
20
日
ま
で

申
し
込
み（
問
い
合
わ
せ
）先

　

消
防
本
部　

警
防
課
ま
で

　

（
℡
0
7
3-

4
8
9-

5
1
4
6
）

次
回
の
普
通
救
命
講
習
・
再
講

習
は
、平
成
20
年
2
月
3
日

 

平
成
７
年
１
月
17
日
の
午
前
５

時
46
分
、
阪
神
・
淡
路
大
地
震
が

発
生
し
ま
し
た
。

 

こ
の
地
震
に
よ
っ
て
様
々
な
被

害
が
発
生
し
ま
し
た
が
、
そ
の
一

方
で
、
被
災
地
で
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
が
盛
ん
に
行
わ
れ
、
こ
の

年
は
日
本
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
元
年

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

 

そ
こ
で
、
こ
の
日
を
忘
れ
な
い

よ
う
に
１
月
17
日
を
『
防
災
と
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
日
』
と
し
、
こ
の

日
を
は
さ
ん
で
、
前
後
３
日
間

（
１
月
15
日
〜
１
月
21
日
）
を

『
防
災
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
週
間
』

と
し
て
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
、
東
南
海
、
南
海
地
震
の

発
生
が
危
惧
さ
れ
る
中
、
当
町
に

お
い
て
も
大
規
模
災
害
の
発
生
が

予
想
さ
れ
ま
す
。
常
日
頃
か
ら
災

害
に
対
す
る
備
え
を
し
て
お
き
ま

し
ょ
う
。

１
月
17
日
は
『
防
災
と
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
日
』
で
す
。

　

昭
和
24
年
１
月
26
日
法
隆
寺
金

堂
が
焼
損
し
ま
し
た
。
消
防
庁
と

文
化
庁
で
は
、
文
化
財
を
火
災
や

地
震
、
そ
の
他
の
災
害
か
ら
保
護

す
る
と
と
も
に
、
国
民
一
般
の
文

化
財
愛
護
思
想
の
普
及
高
揚
を
図

る
こ
と
を
目
的
と
し
、
昭
和
30
年

に
こ
の
日
を
『
文
化
財
防
火
デ
ー
』

と
定
め
、
全
国
的
に
文
化
財
防
火

運
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

近
年
で
は
、
平
成
10
年
５
月
に

奈
良
県
の
東
大
寺
戒
壇
院
千
手
堂

が
全
焼
し
、
重
要
文
化
財
の
「
愛

染
明
王
座
像
」
や
、
重
要
美
術
品

の
「
千
手
観
音
・
四
天
王
立
像
」

な
ど
が
被
災
し
ま
し
た
。
ま
た
平

成
12
年
５
月
に
は
京
都
寂
光
院
で

火
災
に
よ
り
本
堂
が
全
焼
し
、
重

要
文
化
財
「
木
造
地
蔵
菩
薩
立

像
」
が
被
害
を
受
け
ま
し
た
。

　

町
内
に
あ
る
国
及
び
県
指
定
の

重
要
文
化
財
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

重
要
文
化
財
の
近
く
で
の
火
の

取
り
扱
い
に
は
特
に
注
意
し
ま

し
ょ
う
。

※
国
指
定
の
重
要
文
化
財

・
野
上
八
幡
宮
本
殿
一
棟

・
野
上
八
幡
宮
拝
殿
一
棟

・
野
上
八
幡
宮
摂
社
武
内
神
社

社
殿
一
棟

・
野
上
八
幡
宮
摂
社
平
野
今
木

神
社
社
殿
一
棟

・
赤
銅
鳥
頸
太
刀
銘
真
長
一
口

　
　
　
　

（
野
上
八
幡
宮
内
）

・
十
三
神
社
本
殿

・
十
三
神
社
摂
社

・
泉
福
寺
の
梵
鐘
（
長
谷
宮
）

※
県
指
定
の
重
要
文
化
財

・
野
上
八
幡
宮
絵
馬
殿
一
棟

・
国
吉
熊
野
神
社

　
　
　

石
造
宝
篋
印
塔
（
田
）

・
木
造
阿
弥
陀
如
来
坐
像

　
　
　

（
毛
原
宮
・
大
日
寺
）

・
木
造
阿
弥
陀
如
来
坐
像

　
　
　
　

（
高
畑
・
龍
福
寺
）

・
岡
本
家
文
書

　
　
　

（
福
田
・
岡
本
佶
宅
）

１
月
26
日
は

 
 

『
文
化
財
防
火
デ
ー
』で
す
。

消
火
栓
付
近
は
駐
車
禁
止
で
す

　

皆
さ
ん
は
、「
消
火
栓
」
や
「
防
火

水
そ
う
」
を
ご
存
知
で
す
か
。
こ
れ

ら
は
、
消
火
活
動
に
は
欠
か
す
こ

と
の
で
き
な
い
施
設
で
、
火
災
発

生
時
に
、
消
火
に
必
要
な
水
を
消

防
隊
に
供
給
す
る
も
の
で
す
。「
消

火
栓
」
や
「
防
火
水
そ
う
」
は
道
路

脇
や
歩
道
上
な
ど
に
設
置
さ
れ
て

お
り
、
そ
の
位
置
を
示
す
た
め
、
標

識
を
掲
げ
て
い
る
も
の
、
路
上
や

フ
タ
に
マ
ー
キ
ン
グ
し
て
い
る
も

の
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
消
防
水
利
等
の
周
辺

は
、
道
路
交
通
法
で
駐
車
が
禁
止

さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
消
防
隊

は
定
期
的
に
調
査
や
点
検
・
整
備

を
行
い
、
い
つ
ど
こ
で
火
災
が
発

生
し
て
も
、
直
ち
に
消
火
活
動
が

で
き
る
体
制
を
と
っ
て
お
り
ま
す

が
、
火
災
発
生
時
に
、「
消
火
栓
」
や

「
防
火
水
そ
う
」
付
近
へ
の
違
法
な

駐
車
車
両
が
障
害
と
な
り
、
消
火

活
動
を
妨
げ
る
ケ
ー
ス
が
あ
り
ま

す
。
違
法
な
駐
車
は
、
一
刻
を
争

う
消
火
活
動
の
障
害
に
な
り
ま

す
。
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

※
駐
車
禁
止
場
所

・
消
火
栓
か
ら
５
メ
ー
ト
ル
以
内

の
部
分

・
防
火
水
そ
う
の
吸
水
口
も
し
く

は
、
吸
管
投
入
口
か
ら
５
メ
ー

ト
ル
以
内
の
部
分

・
防
火
水
そ
う
の
側
端
又
は
、こ
れ

ら
の
道
路
に
接
す
る
出
入
り
口

か
ら
５
メ
ー
ト
ル
以
内
の
部
分

※
そ
の
他

　

消
防
用
機
械
器
具
の
置
場
（
消

防
車
の
車
庫
や
ホ
ー
ス
格
納
庫

等
）
の
側
端
又
は
、
こ
れ
ら
の

道
路
に
接
す
る
出
入
り
口
か
ら

５
メ
ー
ト
ル
以
内
の
部
分

・
駐
車
車
両
の
右
側
の
道
路
上
に

3
・
5
メ
ー
ト
ル
以
上
の
余
地

が
な
い
場
合

紀美野町消防訓練初め式
日　時：平成20年1月13日（日）午前9時～
場　所：紀美野町農村総合センター（野中）
　　　　式　　典　　放水訓練（雨天中止）
お問い合せ：消防本部庶務課（電話489-6301）
◎今年も、紀美野町農村総合センターで、消防職員及

び消防団長以下全団員が勢揃いして式典を開催し、
その後、農村総合センター下の河原で放水訓練を行
います。

◎午前7時にサイレン吹鳴（1分間）をいたしますので、
火災等とお間違えのないようにお願いします。

2008・1
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町民カレンダー町民カレンダー町民カレンダー

　新年明けましておめでとうございます。

　皆様方には、新春をお健やかにお迎えのことと存じます。

　また、2008年が皆様方にとって良い年になりますよう心から

お祈り申し上げます。

　これからも読みやすく親しまれる広報紙づくりに取り組んで

いきたいと思いますので、本年もどうぞよろしくお願いします。

人の動き

1月1月

（募集する科目）
理容科（9名程度・2年）、メカトロニクス科（8名程度・
2年）、情報技術科（4名程度・1年）、建築工学科（14名
程度・1年）、デザイン木工科（11名程度・2年）、総合
実務科（知的障害のある方を対象）（9名程度・1年）

（応募資格・平成20年4月1日現在）
高卒（見込）等　原則35歳以下【ただし、理容科は高
卒（見込）者以上。デザイン木工科は中卒（見込）等】

（入学願書受付期間）
平成20年1月11日（金）～1月22日（火）

（参  考  日）
平成20年2月5日（火）午前9時30分から

（参考会場）
和歌山市小倉90　県立和歌山産業技術専門学院

（入学願書配布場所）
県立和歌山産業技術専門学院、県内の各公共職業安
定所（ハローワーク）（郵送をご希望の方は県立和歌
山産業技術専門学院までご連絡ください。）

（お問い合わせ先）
〒649-6261和歌山市小倉90　
県立和歌山産業技術専門学院
TEL（073）477-1253  FAX（073）477-1254  
 URL　http://www7.ocn.ne.jp/～wakougi/

県立和歌山産業技術専門学院（平成20年4月入学）生徒募集!!
　（平成19年4月、県立和歌山高等技術専門校から名称変更）

　旧年中は、シルバー事業に対しまして、ご支援、ご
協力を賜り、深く感謝申し上げますとともに、本年
もよろしくお願い致します。
　おかげさまで、昨年4月設立以来、多くの方々にご
利用いただいております。
　プロに頼む程ではないが、自分でするにはチョッ

ト・・・と思われている方からもご依頼をお待ちして
おります。
　どんな仕事でも、先ず、お気軽に電話を！お待ちし
ております。会員の募集も随時行っております。
☆お問い合わせ先
　紀美野町シルバー人材センター　電話495-3467

紀美野町シルバー人材センターからのお知らせです！

2008・1

移動町長室

移動町長室

役場窓口業務時間延長【～20：00】



第2回
きみの健康まつり開催

【きみのふるさと推奨品とは】

　紀美野町まちづくり推進協議会では、町内で生産

された産物や加工製造された産品を、『きみのふる

さと推奨品』として認定し、その商品の普及と需要

拡大を目指しPRするものです。

申し込み方法　役場本庁産業課および神野支所産業建

設室に備え付けの申請書様式にて申請

してください。（後日、申し込み商品の見

本を提出していただきます。）

受付期間　平成20年1月15日から同年2月14日まで

　　　　　（月曜日～金曜日の8：30から17：30までの時間帯）

提 出 先　役場本庁産業課

メリット　推奨品と認定された商品には、協議会指

定の証標を表示することができ一般商品

と差別化できます。またインターネット

での協議会ホームページやパンフレット

に掲載し積極的にPRを行ないます。

問合せ先　詳細等のお問合せについては、紀美野町

まちづくり推進協議会事務局　（役場本

庁産業課内）TEL073-489-5901まで

　町民一人ひとりが健康に対して関心を持ち、自

らの健康は自ら守るという自覚と認識を高める

ために健康まつりを開催します。

日　時　平成20年2月3日（日）　9時～13時

場　所　紀美野町中央公民館

主　催　きみの健康まつり実行委員会

テーマ　美しく歩いて健康に

内　容

　９時～10時30分

　　各種イベント

　　体力測定（満20歳以上）

　11時～12時30分　

　　デューク更家氏の

　　　ウォーキングレッスン

　　（参加費無料　自由参加）

　　おみそ汁の試食と健康弁当の販売

　　ご家族、ご近所お誘いあわせのうえ運動の

　できる服装でお越しください。

※詳しくは、各戸配布のチラシをご覧ください。

第2回
きみの健康まつり開催

《
第
２
回
紀
美
野
ふ
れ
あ
い
マ
ラ
ソ
ン
大
会
》

　

第
２
回
紀
美
野
ふ
れ
あ

い
マ
ラ
ソ
ン
大
会
が
12
月

16
日
（
日
）
、
の
か
み
ふ
れ

あ
い
公
園
周
辺
で
開
か
れ
、

町
内
は
も
と
よ
り
、
県
内

を
は
じ
め
近
畿
各
地
域
、

東
京
や
山
梨
、
高
知
か
ら

の
参
加
も
あ
り
、
約
一
、
二

〇
〇
名
が
出
場
す
る
大
会

と
な
り
ま
し
た
。

　

当
日
は
天
候
に
も
恵
ま

れ
、
選
手
の
皆
さ
ん
は
ク

ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
（
1.5
㎞
、

2
㎞
、3
㎞
）、ク
ォ
ー
タ
ー

マ
ラ
ソ
ン（
10.55
㎞
）及
び
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
（
8
㎞
）
で
健
脚
を

競
い
、
快
い
汗
を
流
し
て

い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
こ
の
大
規
模
な

大
会
を
支
え
る
た
め
、
町

内
を
中
心
に
約
二
五
〇
名

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々

が
準
備
段
階
か
ら
当
日
の

運
営
ま
で
支
援
し
て
く
れ

る
と
と
も
に
、
ゲ
ス
ト
ラ

ン
ナ
ー
の
志
水
見
千
子
さ

ん（
ア
ト
ラ
ン
タ
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
陸
上
女
子
５
０
０
０
メ
ー

ト
ル
４
位
）
が
大
会
に
花

を
添
え
て
く
れ
ま
し
た
。

《
第
２
回
紀
美
野
ふ
れ
あ
い
マ
ラ
ソ
ン
大
会
》

クォーターマラソンに出場された
ゲストランナーの志水見千子さん

元気よくスタートする選手の皆さん
(3km、中学・高校・一般女子、50歳以上男女)

楽しそうに走る親子ペア 開会式
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